
諏訪湖創生ビジョン

長野県自転車活用推進計画

関連計画との連携

諏訪湖周自転車活用推進計画

平成31年3月策定。国土交通省及び長野県の自転車活用推進計画で示された目標や施策を勘
案し、地域の実情に応じた施策を実施するために策定。
「諏訪湖周サイクリングロード基本計画」による基本コンセプトやルートを踏襲し、諏訪湖創生ビジ
ョンや基本計画に掲げる将来像を実現することを目的に、目標及び実施する施策等を定めてい
ます。

平成31年3月策定。平成29年5月の「自転車活用推進法」施行、平成30年6月の「自転車活用推
進計画」閣議決定を受け、県の自転車利用の考え方及び自転車の活用の推進に関する施策の
方向性と、その具体化のための措置を定めるもの。
長野県1周ルート『Japan Alps Cycling Road』のルート設定を行い、その中で、諏訪湖周サイクリ
ングロードを先行整備区間として位置づけています。

平成30年3月策定。諏訪湖の水環境保全を統合的に推進し、“諏訪湖を活かしたまちづくり”と
一体的に進め、「誰もが訪れたくなる諏訪湖」を実現するための道筋を示すもの。
湖辺面活用・まちづくりにおける将来像として、
「サイクリングロードを利用する人も増え、自転車を楽しむ愛好者の拠点として機能する」
を掲げ、諏訪湖周サイクリングロードの整備を主要事業として位置づけています。

ジャズ・マニア
岡谷市出身の童画家武井武雄は昭和 5年
彫刻家河村目呂二の言葉から自転車の遠
乗会を発足し、ジャズ・マニアと命名し
た。自転車の部品を解体して JAZOOと
組みなおしたロゴをデザインし、サドル
が抜けているので、サドルを模ったバッ
チも作成した。
遠乗りを何回か続けるうちに制服もつく
り、自転車も独自のデザインに改良して
いった。

ポンポンポン　ジャッ　ズッ　マニアッ

と三回繰り返し、ポンと締めてラッパを
吹き鳴らして出発した。

武井　武雄
【（1894（明治27）年 -1983（昭和58）年）】
　平野村（現岡谷市）西堀に生まれる。幼少の
頃は病弱で、家の中で絵や俳句に親しんでいた。
　東京美術学校（現東京藝術大学）西洋画科卒
業後、絵雑誌『コドモノクニ』などに絵を描き
始める。それまでの子どものための絵に見られ
なかったような、空想力とユーモアに富んだ新
しい感覚の作品を次々に発表し、それらを “童画”
と名づけ、「童画の世界」を確立した。
　また、童画のほか版画・刊本作品の制作、童
話の創作、本の装丁など、多岐にわたって活躍
した。
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全体延長 約

自転車走行空間
（サイクリングロード）の整備

管理者 箇所 延長
①岡谷市 釡口水門～下諏訪町境
②諏訪市 下諏訪町境～ヨットハーバー
③下諏訪町 岡谷市境～諏訪市境
④長野県 釡口水門～ヨットハーバー

①岡谷市

①

③

②

歩道 サイクリング
ロード

L=2.3km

今回開通区間 460m
岡谷市施工

今回開通区間 460m
岡谷市施工

( 諏訪湖周自転車活用推進計画より )
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